










































も探索を継続する機能 (ltl all mode, ltl nd mode)が可視化
等で重要な機能として位置づけられている．したがって，
本論文の実験はこの機能を用いている．SLIMは逐次で最













A := S earch Accept S tate(initial state)
S := Reachability(A)
old := ;
while (S , old) do
old := S
S := Reachability(S \ A)
S := Elimination(S )
od
if S = ;
then report(NO ACCEPTING CYCLE exists)
else report(ACCEPTING CYCLE found)
ﬁ
end

















コードを図 1 に示す．OWCTY は状態空間の特徴によっ
て反復の回数が変わり，受理サイクルが無い場合は反復の
回数が小さくなる傾向がある．
*1 URL : http://code.google.com/p/slim-runtime/
表 1 実験環境
CPU AMD Opteron 2431
CPU周波数 2.4GHz













SLIM に実装した OWCTY アルゴリズムの性能を評価
するため，表 1 の環境で実験を行った．扱ったモデルは
SLIM のベンチマークセットのうち，1 スレッドでの実行
時に 10～ 3600秒で探索できた 62のモデルを用いた．
全モデルの実験結果は図 2 のようになった．このグラ







一方で，abp (プロトコル)や peterson (排他制御)といった
一部のモデルでは，検査する性質によっては速度向上しに























[1] 堀泰祐, 佐々木隆之, 綾野貴之, 岡部亮, 上田和紀: LMNtal に
基づくモデル検査環境,第 5 回システム検証の科学技術シン
ポジウム, No. 59, pp. 21–32, 2008.
[2] 後町将人,上田和紀: LMNtal モデル検査器における状態展開
処理の並列化,第 6 回ディペンダブルシステムシンポジウム,
No. 64, pp. 169–178, 2009.
[3] Barnat, J., Brim, L. and Cˇerna´, I.: Cluster-Based LTL Model
Checking of Large Systems, in Proc. FMCO 2005, LNCS,
Vol. 4111, pp. 259–279, 2006.
[4] Holzmann, G., Bosnacki, D.: The Design of a MultiCore Ex-
tension of the SPIN Model Checker, IEEE TSE, pp. 659–674,
October 2007.
